
播
種

　

発
芽
適
温
は
15
〜
20
℃
で
す
。
夏
ま
き
で

は
高
温
に
よ
る
発
芽
不
良
が
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
育
苗
に
白
色
ト
レ
イ
を
使
う
と

ト
レ
イ
内
部
の
地
温
上
昇
を
軽
減
で
き
ま
す
。

ま
た
、
播
種
後
１
〜
2
日
は
風
通
し
の
よ
い

日
陰
や
軒
下
な
ど
で
発
芽
を
促
し
ま
す
。
そ

の
ほ
か
に
「
タ
キ
イ
ホ
ワ
イ
ト
Ｔ
Ｗ
シ
リ
ー

ズ
」
な
ど
被
覆
資
材
を
使
っ
た
遮
光
を
行
え

ば
、
地
温
上
昇
に
よ
る
育
苗
リ
ス
ク
を
軽
減

で
き
ま
す
。
逆
に
低
温
期
の
播
種
の
場
合
は

温
床
マ
ッ
ト
な
ど
を
使
っ
て
地
温
を
維
持
し

ま
す
。

育
苗

　

葉
が
厚
く
、
ガ
ッ
チ
リ
と
し
た
健
全
な
均

一
苗
の
育
苗
を
目
指
し
ま
す
。
潅
水
を
行
う

時
間
と
量
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
潅
水
量
は
夕

方
に
表
面
が
多
少
乾
く
く
ら
い
を
目
安
に
し

て
、
午
前
中
か
ら
正
午
に
行
い
、
極
端
に
乾

か
な
い
限
り
午
後
の
潅
水
は
控
え
ま
す
。
ま

た
、
少
な
く
と
も
定
植
1
週
間
前
に
は
、
外

気
に
あ
て
て
順
化
し
ま
す
。

圃ほ

場
の
準
備

　

キ
ャ
ベ
ツ
の
栽
培
に
は
排
水
性
、
通
気
性

が
必
要
に
な
る
た
め
、
深
耕
を
し
て
畝
を
立

て
ま
す
。
元
肥
は
目
標
と
す
る
収
穫
時
期
に

よ
っ
て
、
施
肥
量
を
変
え
ま
す
。
年
内
ど
り

で
は
全
チ
ッ
ソ
成
分
量
の
3
分
の
2
（
10
㎡

当
た
り
1
2
5
ｇ
）、冬
・
春
ど
り
で
は
2
分

の
１（
10
㎡
当
た
り
１
０
０
ｇ
）が
目
安
に
な

り
ま
す
。
リ
ン
や
カ
リ
も
同
様
で
す
。

　

根
こ
ぶ
病
が
発
生
す
る
畑
で
は
、
土
壌
殺

菌
剤
を
混
和
し
て
防
除
に
努
め
ま
す
。
近
年

は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
長
雨
に
よ
っ
て
土
壌
中
の

酸
素
が
不
足
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
あ
ら

か
じ
め
酸
素
供
給
剤「
オ
キ
ソ
パ
ワ
ー
5
」を

混
和
し
て
お
く
こ
と
も
有
効
で
す
。

　

ま
た
、
前
作
に
緑
肥
を
作
付
け
す
る
こ
と

で
、
土
壌
改
良
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

5
月
に「
緑
肥
用
ソ
ル
ゴ
ー
」を
ま
い
て
、
畝

立
て
の
1
カ
月
前
ま
で
に
石
灰
チ
ッ
ソ
と
と

も
に
鋤す

き
込
む
こ
と
で
、
圃
場
に
有
機
物
を

投
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
冷
涼
地
で
夏

秋
ど
り
栽
培
を
す
る
場
合
は
、
早
春
ま
き
が

可
能
な
え
ん
麦
や
ら
い
麦
を
用
い
ま
す
。

栽
培
管
理

　

追
肥
は
、
定
植
後
15
日
、
30
日
を
目
安
に

行
い
ま
す
。
キ
ャ
ベ
ツ
の
栽
培
は
初
期
生
育

が
重
要
な
た
め
、
そ
の
時
期
に
肥
料
が
切
れ

て
、
生
育
が
緩
慢
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
ま
す
。
２
条
栽
培
で
あ
れ
ば
、
1
回
目

に
畝
の
床
面
中
央
に
肥
料
を
施
し
て
か
ら
中

耕
し
、
株
元
に
土
を
寄
せ
ま
す
。
2
回
目
は

通
路
に
肥
料
を
施
し
、
中
耕
と
土
寄
せ
を
行

い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
肥
料
が

混
和
さ
れ
た
土
を
、
根
の
近
く
に
土
寄
せ
す

る
よ
う
に
意
識
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
中
耕

は
、
除
草
や
土
の
通
気
性
改
善
も
期
待
で
き

ま
す
。
生
育
日
数
の
長
い
冬
ど
り
作
型
に
つ

い
て
は
、
葉
色
や
外
葉
の
張
り
方
を
見
な
が

ら
１
〜
2
回
追
加
し
、
肥
料
切
れ
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
生
育
を
進
め
ま
す
。

　

病
害
対
策
で
は
、
黒く

ろ

腐ぐ
さ
れ

病
に
注
意
が
必
要

で
す
。
葉
の
縁
か
ら
V
字
形
に
枯
れ
て
く
る

症
状
が
出
て
い
れ
ば
、
黒
腐
病
で
す
。
雨
が

た
く
さ
ん
降
っ
た
と
き
や
強
風
に
あ
っ
た
と

き
に
、
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
黒
腐
病

は
細
菌
に
よ
る
病
害
で
す
。
無
機
銅
系
あ
る

い
は
抗
生
物
質
系
の
農
薬
を
散
布
し
予
防
し

ま
す
。

タ
キ
イ
研
究
農
場

戸と

丸ま
る　

祐ゆ
う

貴き

 
直
売
所
出
荷

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

売
上
ア
ッ
プ
の
た
め
の

キ
ャ
ベ
ツ

栽
培
基
礎
講
座

「タキイ トレエース」のすすめ
　猛暑日が当たり前の日本の夏。秋どりのキャベツ
では、暑い時期に定植するため、定植後にしおれて
しまうことがあります。「タキイ　トレエース」を用い
ることで、しおれ被害が軽減され、初期生育を順調
に進めることができます。定植１～２日前に潅注し、
定植１週間後以降に葉面散布をします。しおれ軽減
だけでなく、鮮度保持や、霜害対策にも有効です。
さまざまな野菜に使える資材ですので、ぜひ一度ご
活用ください。

資材を活用して
しおれに対処

↑高畝にして排水をよくする。
通気性が心配な場合は酸素
供給剤「オキソパワー５」を
混和しておくことで土壌中
の酸素不足を防ぐことがで
きる。

↑夏まきでは高温を避けるた
めに、「タキイホワイトＴＷ
シリーズ」などの被覆資材
を使って遮光を行う。

↑天然に存在する糖質トレハロースの保水効果で、蒸散を抑制させるとともに、
乾燥後の植物細胞やたんぱく質の状態を安定させる。

トンネル

育苗トレイ

被覆資材
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↑「ハイクロップ」は生育旺盛で非結球のた
め栽培適期が長く、育てやすい。青汁と
しても、加熱料理でもおいしい。

→
ジューシーな食感が特
長、鮮緑色の「春波」。

レストラン、シェフに向けてはこの品種

直売所これが定番品種
　「初

しょ

秋
しゅう

」は抜群の耐暑性があり、秋どりキャベツ
では最も早く収穫できる極早生種です。この品種
の特長は何といっても食味のよさで、非常にやわ
らかく、サラダ向けにおすすめです。
　糖度が高く、冬場のおいしいキャベツの定番は
「彩

あや

音
ね

」です。耐寒性・低温結球性が強く、玉肥大
にすぐれます。吸肥力が強いため、追肥主体の管
理を心掛けてください。
　「春

はる

波
なみ

」はジューシーな食感を特長とする鮮緑色
のキャベツです。肥大性、形状安定性ともによく、
色つやにすぐれます。播種期幅が広く、それぞれ
の収穫シーズンで楽しめます。
　「レンヌ」は玉肥大にすぐれる早生のグリーンボ
ールです。玉は丸いボール形なので、直売所でも
お客さまの目を引くでしょう。色つやがよく、肉
質もやわらかくて食味良好なおすすめ品種です。

　キャベツといえば緑色をイメージしますが、「ルビーボール
Ｓ
エスピー

Ｐ」はポリフェノールの一種であるアントシアニンを蓄積
することによって、赤紫色になるレッドキャベツです。鮮や
かな色が食卓を彩ります。葉は少し厚いですが、オリーブオ
イルなどであえてマリネにすると食べやすく、おいしく食べ
られます。
　「ルビーボールSP」は定植後約65日で収穫できる極早生種で、
耐暑性があるため、夏まきでも作りやすい品種です。株張り
がコンパクトなため、肥料切れに注意して栽培することで、
よい玉が収穫できます。排水の悪い圃場では、根張りが悪く
なることがあるので、高畝にし、中耕をこまめに行うことが
ポイントです。
　野菜の王様ともいわれるケールは、近年の健康志向で、そ
の注目度が高まってきています。ケールの仲間であるコラー
ド「ハイクロップ」はビタミンやミネラル、食物繊維などを多
く含む品種で、青汁はもちろん、肉と一緒に炒め物などにす
るととてもおいしく食べられます。耐暑性、耐寒性にすぐれ
るため、環境を選ばず栽培することができます。外葉が30㎝ 
程度になったら収穫のタイミングで、下の葉から収穫します。
長期間収穫するためには、定期的に追肥を行って、草勢を維
持することがポイントです。

←
赤キャベツの代表品種
「ルビーボールSP」。お
いしくて食卓の演出に
も最適。

↑抜群の耐暑性をもつ「初秋」。 ↑糖度が高く、冬場のおいしいキャベツ
「彩音」。

↑丸いボール形が目を引く「レンヌ」。
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キ
ャ
ベ
ツ

葉
菜 秋種ワークショップ キャベツ

ブリーダーこれがおすすめ！



播
種

　

品
種
ご
と
の
播
種
日
を
厳
守
し
ま
す
。
播

種
適
期
よ
り
早
ま
き
す
る
と
、
軟な

ん

腐ぷ

病
・
菌き

ん

核か
く

病
な
ど
の
病
害
が
発
生
し
た
り
、
外
葉
ば

か
り
が
多
く
な
り
結
球
体
制
に
入
る
の
が
遅

く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
逆
に
遅
ま
き
す
る
と
、

株
張
り
が
悪
く
な
り
結
球
し
て
も
小
玉
に
な

り
、
さ
ら
に
は
不
結
球
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

育
苗

　

ハ
ウ
ス
内
で
育
苗
す
る
場
合
は
、
定
植
の

３
日
以
上
前
か
ら
屋
外
に
苗
を
移
動
し
て
順

化
し
、
強
い
光
と
風
、
気
温
の
日
較
差
を
利

用
し
て
が
っ
ち
り
と
し
た
苗
に
仕
上
げ
ま
す
。

順
化
す
る
際
に
は
、
苗
を
「
サ
ン
サ
ン
ネ
ッ

ト
」
で
ト
ン
ネ
ル
被
覆
し
て
、
強
い
雨
に
打

た
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

定
植

　

若
苗
定
植
す
る
と
早
期
に
活
着
し
て
生
育

初
期
に
根
が
深
く
入
り
、
乾
燥
条
件
で
も
水

分
を
吸
い
や
す
く
な
り
ま
す
。
ほ
ど
よ
く
根

が
張
っ
て
苗
を
抜
い
て
も
根
鉢
が
崩
れ
な
い

よ
う
に
な
れ
ば
、
定
植
適
期
の
若
苗
で
す
。

根
が
回
っ
た
老
化
苗
を
定
植
す
る
と
、
活
着

不
良
を
起
こ
し
や
す
く
な
る
の
で
注
意
し
ま

す
。
ま
た
、
定
植
後
は
十
分
に
潅
水
し
、
苗

が
活
着
す
る
ま
で
は
乾
燥
に
注
意
し
ま
す
。

肥
培
管
理

　

早
生
種
・
中
早
生
種
は
、
早
い
時
期
に
結

球
体
制
に
入
る
の
で
、
元
肥
主
力
の
施
肥
設

計
で
初
期
か
ら
旺
盛
な
生
育
を
促
し
ま
す
。

草
勢
の
強
い
中
生
・
中
晩
生
種
は
多
肥
に
す

る
と
、
株
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
ま
す
。
元
肥

を
抑
え
、
追
肥
を
数
回
に
分
け
て
行
う
こ
と

で
肥
効
を
持
続
し
、
じ
っ
く
り
肥
大
と
玉
じ

ま
り
を
進
め
ま
す
。

　

１
回
目
の
追
肥
は
、
活
着
し
て
新
し
い
根

が
伸
び
始
め
る
こ
ろ
の
定
植
後
７
〜
10
日
目

に
行
い
ま
す
。
10
㎡
当
た
り
チ
ッ
ソ
成
分
量

で
30
ｇ
程
度
の
速
効
性
の
化
成
肥
料
を
条
間

に
施
し
ま
す
。
そ
の
際
、
除
草
を
兼
ね
て
畝

の
表
面
を
軽
く
耕
し
て
中
耕
を
し
ま
す
。

　

２
回
目
の
追
肥
は
、
生
育
状
況
を
見
な
が

ら
結
球
が
始
ま
る
こ
ろ
に
行
い
ま
す
。

結
束
・
収
穫

　

厳
寒
期
に
収
穫
す
る
場
合
は
、
寒
さ
傷
み

を
防
ぐ
た
め
に
、
球
頭
部
を
ひ
も
な
ど
で
縛

る
結
束
作
業
を
行
い
ま
す
。
霜
に
２
〜
３
回

あ
た
り
、
外
葉
が
し
ん
な
り
と
や
わ
ら
か
く

な
っ
た
と
き
が
、
結
束
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

 
直
売
所
出
荷

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

売
上
ア
ッ
プ
の
た
め
の

ゴマ症・縁
ふち

腐
ぐ さ

れ・芯割れを減らすには？Q栽培
Q&A

A これらの生理障害は、生育がごく旺盛なときに発生しやすく、
その原因は①土壌のチッソ過多、②高温、③過熟です。

栽
培
基
礎
講
座

タ
キ
イ
長
野
研
究
農
場

近こ
ん

藤ど
う　

英ひ
で

郎お

ハ
ク
サ
イ

　化成肥料だけではな
く、堆

たい

肥
ひ

も含めてチッ
ソ施肥量を計算し、過
剰にならないように適
量の施肥を行います。

①チッソ過多

　温暖化で秋の気温が高くなってき
ているので、天候を見計らい、播種
期を遅らせてじっくりと生育するよ
うにします。遅い時期に定植を行う
場合には、老化苗定植は厳禁とし、
必ず若苗定植を行ってください。

②高温

　収穫遅れは過熟
や老化を引き起こ
すので、適期収穫
を心掛けます。

③過熟

〈対策〉

↑定植適期の若苗。根鉢が崩れず、根張
りもほどよい。

↑追肥は品種に合わせ、株の生育状況を
見ながら行う。

↑厳寒期収穫では、球頭部を軽く縛り寒
さ傷みを防ぐ。
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ミニハクサイ「Ｃ
シ ー

Ｒ
ア ー ル

お黄
き

にいり」の栽培ポイント

直売所これが定番品種
　「きらぼし」シリーズは、幅広い根こぶ病に強く
作りやすいうえ、肉質がやわらかくおいしいハク
サイなので、直売所出荷におすすめです。
　中間地•暖地向けでは、「きらぼし７７」年内どり、
「きらぼし８５」1２月～
１月どり、「きらぼし
９０」１～２月どりの
３品種のローテーシ
ョンで連続して安定
出荷ができます。冷
涼地９～10月どりで
は「きらぼし６５」を栽
培します。

●ミニハクサイとして６00～７00ｇの
玉を収穫するには、条間・株間は２0
～２５㎝を標準とします（図）。
●元肥主力の施肥設計とし、元肥量は
大玉品種より３割程度減肥した量を
目安とします。
●早生種であり収穫適期幅が短くなる
傾向にありますので、出荷量を考慮
した計画的な作付けを行い、８分結
球から収穫を始め、過熟になる前に
収穫を終えるようにします。

　「オレンジクイン」は球内色が鮮やかなオレンジ色で、食感がパリ
ッとしており甘くておいしい品種です。栄養価の面では、通常のハ
クサイに含まれるβ

ベータ

‐ カロテンに加え、トマトに含まれる抗酸化成
分の一種であるシスリコピンを含
んでいます。見ためのきれいさ・
味・栄養面と、多方面からアピー
ルできる品種です。「オレンジクイ
ン」は外見では通常のハクサイと
区別しづらいので、タキイＨＰ内
の「販売支援ツール」にあるＰＯＰ
などを利用して販売しましょう。

売上アップにはこの品種

●幅広い根こぶ病耐病性をもつ「きらぼし」シリー
ズなどの品種を栽培します。
●根こぶ病の休眠胞子の混入した
床土で育苗した苗は伝染経路と
なりますので、「タキイセル培土」
などの清潔な培土で育苗を行い
ます。
●酸性土で発生し、中性からアル
カリ性の土壌では発生が減少し
ますので、石灰を施用して土壌
ｐＨを６ ．５以上に矯正します。

　ハクサイが結球するには、生育初期に葉が十分に生育する
必要があり、適湿時に畝立て・定植することが重要ポイント
の一つです。よくある失敗は、大雨の後に土壌が水分を多く
含んだ状態で畝立てをし、ゴロ（土塊）が多くなってしまい、
定植しても初期生育が順調にいかないことです。大雨の後に
は畑が乾くのを待っ
て、土を握って塊が
でき、その塊を指で
突くとほぐれるよう
な土壌適湿条件で畝
立てをします。

よくある失
敗 結球不足

←
結球不足になっ
てしまったハク
サイ。生育初期
に葉枚数を十分
確保することが
重要。

←
タキイＨＰで
ダウンロード
できる「オレ
ンジクイン」
のＰＯＰ。

↑「CRお黄にいり」は使い切りサイズで、
冷蔵庫の野菜室にもぴったりと収まる。

図「CRお黄にいり」の栽植密度

→
「きらぼし８５」。｢きらぼ
し」シリーズを組み合
わせて大玉ハクサイの
リレー収穫も可能。

↑従来ハクサイにはないシスリコピ
ンを含む「オレンジクイン」。

140㎝ 100㎝

90㎝ 60㎝

45㎝

20㎝ 20㎝ 20㎝

50㎝ 25㎝

例①
10,７00株／10ａ

例②
10,000株／10ａ

例③
11,100株／10ａ

根こぶ病対策のポイント

↑「タキイセル培
土」。清潔な培
土で伝染経路を
しっかりと断つ。

102　2019 タキイ最前線 秋種特集号

ハ
ク
サ
イ

葉
菜 秋種ワークショップ ハクサイ
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排
水
・
保
水
の
よ
い
土
づ
く
り

　

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
直
根
性
が
強
い
た
め
、

耕
土
が
深
く
排
水
性
と
保
水
性
の
よ
い
圃ほ

場

が
適
し
ま
す
。
タ
ネ
ま
き
の
１
カ
月
前
ま
で

に
堆た

い

肥ひ

を
施
し
、
有
機
質
に
富
ん
だ
フ
カ
フ

カ
の
土
づ
く
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
は
過
湿
に
弱
い
作
物
な
の
で
、
水

は
け
の
悪
い
畑
で
は
高
畝
に
し
、
排
水
の
よ

い
畑
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

タ
ネ
ま
き
～
水
管
理
～

　

発
芽
を
き
れ
い
に
そ
ろ
え
る
こ
と
が
良
作

へ
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
の
た
め
、
発
芽
ま

で
適
湿
に
土
壌
を
管
理
し
ま
し
ょ
う
。
圃
場

が
過
度
に
乾
燥
し
て
い
る
場
合
は
あ
ら
か
じ

め
潅
水
を
行
っ
て
か
ら
整
地
し
ま
す
。

　

ま
た
、
乾
き
ム
ラ
が
出
な
い
よ
う
で
き
る

だ
け
凸
凹
の
な
い
播
種
床
を
つ
く
り
、
播
種

後
は
均
一
に
覆
土
・
鎮
圧
を
し
ま
す
。
播
種

後
の
潅
水
は
表
面
に
水
が
浮
か
な
い
程
度
に

十
分
行
い
、
表
面
が
乾
く
よ
う
で
あ
れ
ば
適

宜
潅
水
し
、
発
芽
ま
で
適
湿
を
保
ち
ま
す
。

　

高
温
期
の
潅
水
ポ
イ
ン
ト
は
、
立た

ち

枯が

れ
病

防
止
の
た
め
発
芽
後
、
本
葉
４
枚
ま
で
潅
水

を
控
え
ま
す
。

タ
ネ
ま
き
～
温
度
管
理
～

　

発
芽
を
そ
ろ
え
る
も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト

は
適
切
な
温
度
管
理
で
す
。
最
適
発
芽
温
度

は
20
℃
で
す
が
、
30
℃
を
超
え
る
よ
う
だ
と

発
芽
不
良
を
起
こ
し
て
し
ま
う
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。
逆
に
低
す
ぎ
て
も
発
芽
ま
で
時

間
が
か
か
り
発
芽
ぞ
ろ
い
も
悪
く
な
り
ま
す
。

高
温
期
の
播
種
に
は
遮
光
資
材
の
「
タ
キ
イ

涼
感
ホ
ワ
イ
ト
」
や「
ア
イ
ス
マ
ル
チ
」で
地

温
を
抑
制
し
、
低
温
期
の
播
種
に
は
「
テ
ク

テ
ク
」
の
よ
う
な
不ふ

織し
ょ
く

布ふ

の
ベ
タ
が
け
で
地

温
を
確
保
す
れ
ば
発
芽
ぞ
ろ
い
が
向
上
し
ま

す
。

適
切
な
肥
培
管
理

　

見
た
目
に
も
お
い
し
い
色
つ
や
の
あ
る
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
収
穫
す
る
た
め
に
、
適
切
な

肥
培
管
理
で
生
育
後
半
の
肥
切
れ
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
年
内
収
穫
の
場
合
、
10
㎡
当
た
り

チ
ッ
ソ
成
分
で
２
０
０
g
、
生
育
期
間
の
長

い
１
～
２
月
ど
り
で
は
２
５
０
g
を
目
安
に

施
し
ま
す
。

　

地
力
の
低
い
圃
場
で
は
、
本
葉
4
枚
展
開

し
た
こ
ろ
に
10
㎡
当
た
り
チ
ッ
ソ
成
分
で

30
g
程
度
の
速
効
性
化
成
肥
料
を
条
間
に
追

肥
し
、
生
育
を
順
調
に
進
め
ま
し
ょ
う
。

収
穫

　

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
適
期
収
穫
は
25
cm
前
後

で
す
。
収
穫
遅
れ
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

一
度
に
タ
ネ
を
ま
か
ず
、
必
要
分
だ
け
時
期

を
ず
ら
し
て
ま
く「
段
ま
き
」を
す
る
と
安
定

し
て
収
穫
が
で
き
ま
す
。

 
直
売
所
出
荷

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

売
上
ア
ッ
プ
の
た
め
の

栽
培
基
礎
講
座

タ
キ
イ
長
沼
研
究
農
場

神か
ん

田だ　

拓た
く

也や

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

ホウレンソウで注意すべき病害は
ありますか？

Q栽培
Q&A

A 　べと病はホウレンソウの最も重要な病
害です。病原菌は糸

し

状
じょう

菌（かび）で平均気
温が８～18℃の、葉裏に水滴がつくよう
な多湿条件下で最も発病しやすくなりま
す。春および秋季のべと病被害の多い時
期には抵抗性品種を使用することで予防
してください。チッソ過多や密植栽培は
被害を助長するので注意が必要です。ま
た、発生初期からの防除を徹底してくだ
さい。風で胞子が拡散しますので発病し
た株は速やかに処分します。

↑発芽がきれいにそろうポイントは、潅水を行い
適湿に土壌を管理すること。

↑低温期の栽培では、不織布のベタがけで地温の
確保に努める。

↑色ツヤのあるホウレンソウを収穫するためにも、
適切な肥培管理を。

↑「福
ふ く

兵
べ

衛
ぇ

」（写真）「伸
し ん

兵
べ

衛
ぇ

」「タフスカイ」は多
収性と作業性を両立したべと病抵抗性品種。
３品種を組み合わせることで、周年栽培が
可能になる。
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夏季栽培を安定させるポイント

直売所これが定番品種

①遮光資材の活用
　いかに地温を下げられるかが成功のカギです。ただし、遮光率が
高い資材のかけっぱなしは軟弱徒長につながるので注意が必要です。

②適切な潅水管理
　潅水をしないと株は大きく育ちません。しかし夏場の日中に潅水
すると葉が焼けてしまいます。地面が乾いてきたら気温の低い朝方
に潅水するようにしましょう。

③暑さに強い品種の利用
　夏向けに改良されてきた品種を使いましょう。「タフスカイ」は暑
さにも土壌病害にも強いため、夏場の栽培に最適です。

　10月中旬ごろにタネまきをし、年末まで
に草丈20㎝ まで生育を進めます。その後低
温に２～３週間さらすと、根からの水分給
水量が減少し、糖やルテインなどの体内成
分量が上昇します。甘みがぐっと増したホ
ウレンソウで差別化し売上アップにつなげ
てください。

　ホウレンソウは元々暑さに弱く、近年の酷暑で栽培がさらに難し
くなってきています。コマツナは比較的暑さに強く、夏まきだと25
日程度で収穫できるのが魅力です。「菜

な

々
な

美
み

」は春～秋まで幅広くま
ける多収種で夏場に向く品種です。夏場
は虫がつきやすいため、防虫ネットを活
用し良品出荷を目指しましょう。

　「冬
ふゆ

ごのみ」は食味を追求したおいしいホウレンソウです。
一番の特長は、ホウレンソウ特有のアクがごく少なく、甘み
が強いので野菜が苦手な子どもでもおいしく食べられます。
葉に深い切れ込みが入り、直
売所での差別化もできます。
サラダや鍋にサッとくぐらせ
て食べるのがおすすめです。
　「弁

べん

天
てん

丸
まる

」は、ホウレンソウ
唯一のファイトリッチ品種で
す。低温下の栽培で甘みを蓄
積させるため冬どり栽培に最
適です。また機能性成分ルテ
インが従来のホウレンソウよ
り豊富で、葉色が濃くてりが
あるため荷姿の美しさも目を
引くポイントです。

売上アップにはこの品種
　「牛

うし

若
わか

丸
まる

」は、安定して長期間出荷するための定番品種
としておすすめです。大葉で軸がよく太るため、ボリュ
ーム抜群な多収型ホウレンソウです。草勢が強く栽培容
易で、秋～初春まで幅広い時期での栽培が可能です。葉
色が濃いため、お客さまの目
を引きます。
　「オーライ」は生育が旺盛で、
土質を選ばず幅広い作型に適
応するため、とにかく栽培が
容易なロングセラー品種です。
葉が肉厚でやわらかいため、
ベーコンとの炒め物やお浸し
にしておいしくいただけます。

失敗しない 寒じめ栽培！

←
２～３週間、低温
にさらす寒じめ栽
培。甘みがぐっと
増したホウレンソ
ウは格別です。

↑夏場の栄養補給にピッタリ
のコマツナのスムージー。

←
コマツナ「菜々
美」。高温期で
もじっくり生育
し、在圃性にす
ぐれる。葉はツ
ヤのある長丸葉
で荷姿も美しい。

↑耐暑性にすぐれ高温期の夏～秋どりに適する「タフスカイ」。

↑「牛若丸」は株張りのよい秋
冬どり多収種。

↑「弁天丸」の常夜鍋。豚肉と合わ
せることで、脂溶性のルテイン
の吸収率がアップする。

夏場に向くホウレンソウ以外の葉物
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直
売
所
出
荷

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

売
上
ア
ッ
プ
の
た
め
の

栽
培
基
礎
講
座

タ
キ
イ
種
苗

新あ
ら

井い　

真ま

琴こ
と

レ
タ
ス
類

播
種
・
育
苗

　

２
０
０
穴
の
「
根
巻
防
止
セ
ル
ト
レ
イ
Ｍ

型
」（
白
色
）に「
タ
キ
イ
セ
ル
培
土
Ｔ
Ｍ

－

１
」

な
ど
の
園
芸
用
培
養
土
を
入
れ
、
１
粒
ず
つ

タ
ネ
を
ま
き
ま
す
。
少
量
の
栽
培
で
あ
れ
ば

６
㎝
程
度
の
ポ
リ
ポ
ッ
ト
に
２
〜
３
粒
程
度

を
ま
き
、
間
引
き
し
て
育
苗
す
る
の
も
よ
い

で
し
ょ
う
。
レ
タ
ス
の
種
子
は
光
を
好
む
た

め
、
タ
ネ
が
わ
ず
か
に
隠
れ
る
程
度
に
薄
く

覆
土
し
、
発
芽
ま
で
土
の
表
面
が
乾
か
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
す
。
発
芽
は
20
℃
前
後
が

適
温
で
、
25
℃
以
上
に
な
る
と
発
芽
率
が
低

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
発
芽
す
る
ま
で

は
風
通
し
の
よ
い
日
陰
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

発
芽
後
は
徒
長
し
や
す
い
の
で
、
日
当
た
り
、

風
通
し
の
よ
い
場
所
に
移
し
て
育
苗
し
ま
す
。

畑
の
準
備
・
肥
培
管
理

　

レ
タ
ス
は
過
湿
な
土
壌
を
嫌
う
作
物
の
た

め
、
堆た

い

肥ひ

の
投
与
を
積
極
的
に
行
い
、
保
水

性
と
排
水
性
に
す
ぐ
れ
た
土
づ
く
り
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。
水
田
の
後
作
で
は
、
過
湿
に

よ
る
根
傷
み
を
避
け
る
た
め
、
畝
を
高
く
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
整
地
や
マ
ル
チ
張
り

は
前
も
っ
て
計
画
的
に
行
い
、
畝
の
中
は
適

切
な
土
壌
水
分
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。
元
肥
の

チ
ッ
ソ
成
分
は
10
㎡
当
た
り
１
０
０
〜
１
５

０
ｇ
を
目
安
に
、
栽
培
期
間
の
長
い
厳
寒
期

ど
り
で
は
２
０
０
〜
２
５
０
g 

と
増
量
し
ま

す
。
前
作
の
残
肥
や
土
質
な
ど
を
考
慮
し
て

調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

定
植

　

本
葉
が
４
〜
５
枚
に
な
り
、
ト
レ
イ
や
ポ

ッ
ト
か
ら
抜
い
て
も
根
鉢
が
崩
れ
ず
、
ほ
ど

よ
く
根
が
ま
わ
っ
た
こ
ろ
が
定
植
時
期
の
目

安
で
す
。
条
間
・
株
間
は
と
も
に
30
㎝
程
度

の
２
〜
３
条
で
、
育
苗
の
土
が
ち
ょ
う
ど
隠

れ
る
ぐ
ら
い
の
深
さ
で
植
え
ま
し
ょ
う
。
定

植
後
は
潅
水
を
行
い
ス
ム
ー
ズ
な
活
着
を
促

し
ま
す
。

病
害
防
除

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
タ
バ
コ
ガ
の
幼
虫

や
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど
が
発
生
し
や
す
い
の
で
、

定
植
時
に
は
農
薬
登
録
の
あ
る
粒
剤
を
あ
ら

か
じ
め
圃ほ

場
に
混
和
し
て
お
く
と
よ
い
で
し

ょ
う
。
台
風
な
ど
風
雨
で
葉
が
傷
ん
だ
場
合

は
、
速
や
か
に
殺
菌
剤
の
薬
剤
散
布
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

ト
ン
ネ
ル
管
理

　

レ
タ
ス
は
結
球
が
進
ん
で
く
る
と
、
霜
や

寒
さ
に
弱
く
な
り
ま
す
。
11
月
以
降
の
霜
が

降
り
る
時
期
に
な
っ
て
き
た
ら
、
防
寒
や
生

育
促
進
の
た
め
に
ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
か
不ふ

織し
ょ
く布ふ

ベ
タ
が
け
で
被
覆
を
し
ま
す
。
ビ
ニ
ー

ル
ト
ン
ネ
ル
の
場
合
、
被
覆
直
後
は
昼
夜
と

も
両
す
そ
換
気
で
霜
害
を
防
ぎ
、
結
球
前
の

外
葉
が
で
き
る
時
期
は
20
〜
25
℃
、
結
球
初

期
は
20
℃
、
肥
大
期
は
20
〜
25
℃
を
目
標
に

し
ま
す
。

収
穫

　

玉
レ
タ
ス
の
収
穫
の
目
安
は
、
玉
を
軽
く

押
し
て
弾
力
の
あ
る
状
態
が
適
期
で
す
。
中

が
詰
ま
り
す
ぎ
て
過
熟
に
な
る
と
苦
み
が
増

し
て
し
ま
う
た
め
、
取
り
遅
れ
な
い
よ
う
早

め
の
収
穫
を
心
掛
け
ま
す
。

↑タキイオリジナル「根巻防止セ
ルトレイＭ型」と「タキイセル培
土ＴＭ－１」(左)。セルトレイ
は根巻き現象を抑制し、白色タ
イプは夏場の育苗でも地温が上
がりにくい。

↑レタスは霜や寒さに弱い。11月以降はビニー
ルトンネルか不織布ベタがけで被覆する。写
真は「Jブレス」の不織布ベタがけ、両すそ換
気の例。

↑条間・株間30㎝程度、２～３条で植えます。

30㎝

30㎝
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直売所出荷これが定番品種
　夏：｢サウザー｣は気温が高い時期の栽培に適し、結球性
にすぐれています。トウ立ちが遅く、変形球の発生も少な
いので、幅広い作型で作りやすい品種です。
　冬：「バークレー」は玉太りのよい早生種で、年内や早春
どりの作型に栽培しやすい品種です。食感は歯切れがよく、
みずみずしさがあり、特に食味のよいことが特長です。
　｢レガシー｣は、草勢旺盛で耐寒性にすぐれる品種で、９
～10月まきでトンネル被覆をして１～３月にかけて収穫で
きます。比較的ゆるやかに結球し、大玉に仕上がります。

大人の味わい「ワインドレス」の
栽培ポイント

　「ワインドレス」は鮮やかなワインレッドの葉の色が特徴的なリ
ーフレタスで、緑が主体の直売所の野菜売り場をとても華やかに
してくれます。コンパクトな草姿のため、プランターなどの小面
積でも栽培が可能です。
　トウ立ちは比較的早い品種ですから、高温期の栽培は避け、適
温期から低温期の作型で栽培を行うようにしてください。また、
発色をよくする栽培ポイントは、株間を広めにとり、日光がよく
当たり通風をよくすることが重要です。

レタス栽培で
マルチ活用のコツは？

Q

↑作型によって白マルチ、黒マルチなどを使い分けること
が上作につながる。

　レタスは温度や水分の急激な変化に敏感な品目です。
マルチを利用することで土壌の湿度や温度の変化が緩
やかになり、土のはね返りを防止することもでき、レ
タスを安定的に栽培することができます。
　秋や冬の適温～低温期には黒マルチや緑マルチを使
い地温を確保することで、生育が促進されます。一方、
白マルチは光の反射性が高く、地温を抑制する効果が
あるため、10月どりなどの高温期に適します。ほかに
も、銀色マルチはアブラムシやアザミウマの防虫効果
が高く高温期の栽培に適します。

栽培
Q&A

→
「バークレー」は低温期の
玉太りがよく、歯切れの
よい食感とみずみずしさ
が特長だ。

↑「サウザー」は初夏～秋どりに
適しており変形球の発生も少
なく作りやすい。肉質も厚め
で日もちもよい。

↑耐寒性にすぐれ、形のよい大
玉、多収が期待できる「レガ
シー」。

　ロメインレタスは玉レタスと比べ、葉に厚みがあり食べ
ごたえのある食感で、ほのかな甘みと苦みがあります。ハ
クサイに似た形をしており、｢シーザーサラダ｣に使われる
レタスです。肉厚で炒め物にも適します。
　春～初夏どり、秋～晩秋どりの、より低温肥大性が求め
られる作型では「ロマリア」が適します。収穫時には頭の部
分が軽く結球し、中の葉がやわらかくなり甘みが増します。
気温が高い夏どり、秋どりの作型には晩

ばん

抽
ちゅう

性と耐暑性がす
ぐれる「晩

ばんちゅう

抽ロマリア」をおすすめします。葉の枚数が多
く、肉厚でパリッとした食感になります。

売上アップにはこの品種

↑春～初夏どり、秋～晩秋どりには
「ロマリア」。甘みと苦みのバランス
がよい。

↑気温が高い夏どり、秋どり
には「晩抽ロマリア」。肉厚
でパリッとした食感。

作型によってマルチの色を
使い分けることです。
A

↑耐寒性にすぐれ、形のよい大

←
「ワインドレス」。株
間は広めにとる。日
当たり、風通しをよ
くすることがポイン
ト。
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畑
の
準
備

　
「
大
根
十
耕
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
耕
土

が
や
わ
ら
か
く
、
排
水
性
と
保
水
性
の
よ
い

畑
が
適
し
ま
す
。
ま
ず
は
播
種
１
カ
月
前
に

完
熟
堆た

い

肥ひ

を
10
㎡
当
た
り
20
〜
30
㎏
、
pH
の

調
整
に
苦
土
石
灰
を
10
㎡
当
た
り
0
・
8
〜

1
・
5
㎏
施
用
し
、
よ
く
混
ぜ
て
土
に
な
じ

ま
せ
て
お
き
ま
す
。

　

元
肥
は
化
成
肥
料
を
10
㎡
当
た
り
チ
ッ
ソ

成
分
で
1
0
0
〜
1
5
0
ｇ
と
し
ま
す
。
元

肥
を
な
じ
ま
せ
る
た
め
、
播
種
１
週
間
前
に

は
畝
立
て
し
ま
す
。
た
だ
し
、
極
端
な
過
湿
・

乾
燥
条
件
の
と
き
に
行
う
と
、
栽
培
期
間
中

に
土
が
し
ま
り
生
育
不
良
に
つ
な
が
る
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。
土
壌
の
適
湿
な
状
態
は
、

手
の
ひ
ら
い
っ
ぱ
い
の
土
を
、
握
れ
ば
固
ま

り
指
で
軽
く
押
す
と
崩
れ
る
程
度
の
か
た
さ

で
す
。

　

畝
の
高
さ
は
約
10
㎝
、
水
は
け
が
悪
い
畑

で
は
約
20
㎝
と
し
ま
す
。
畝
幅
は
1
条
栽
培

な
ら
50
〜
60
㎝
、
2
条
栽
培
な
ら
1
2
0
〜

1
3
0
㎝
が
目
安
で
す
。

播
種

　

む
や
み
な
早
ま
き
は
病
虫
害
の
助
長
、
逆

に
遅
ま
き
は
厳
寒
期
の
肥
大
不
足
に
つ
な
が

る
の
で
、
品
種
に
合
っ
た
播
種
適
期
を
遵
守

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
栽
植
密
度
は
2
条

栽
培
の
場
合
は
条
間
を
35
〜
40
㎝
と
し
、
株

間
は
25
㎝
を
基
準
と
し
ま
す
。

　

播
種
穴
の
深
さ
は
1
・
5
〜
2
㎝
と
し
、

１
穴
に
3
粒
ま
き
ま
す
。
3
粒
ま
き
す
る
こ

と
で
株
同
士
が
支
え
合
い
、
大
雨
な
ど
の
過

酷
な
気
象
条
件
に
よ
る
生
育
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
と
ど
め
ま
す
。
3
〜
5
日
で
発
芽
し
、

発
芽
後
本
葉
が
出
る
ま
で
は
乾
燥
さ
せ
な
い

よ
う
、
こ
ま
め
に
潅
水
し
ま
し
ょ
う
。

間
引
き
・
追
肥
・
中
耕

　

間
引
き
は
本
葉
2
〜
3
枚
ご
ろ
に
１
カ
所

に
2
株
、
本
葉
4
〜
5
枚
ご
ろ
に
１
カ
所
に

1
株
に
し
ま
す
。
追
肥
は
1
株
に
し
た
タ
イ

ミ
ン
グ
で
化
成
肥
料
を
10
㎡
当
た
り
チ
ッ
ソ

成
分
で
50
〜
60
ｇ
を
畝
間
も
し
く
は
条
間
に

施
用
し
、
そ
の
後
中
耕
す
る
こ
と
で
土
と
肥

料
を
よ
く
な
じ
ま
せ
ま
す
。

　

中
耕
す
る
こ
と
に
よ
り
、
土
壌
表
面
の
か

た
い
層
が
砕
か
れ
や
わ
ら
か
く
な
り
、
根
へ

の
酸
素
供
給
と
雑
草
の
抑
制
効
果
に
つ
な
が

り
ま
す
。
追
肥
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
隣
の
株
と
葉
が
重
な
る
ま
で
は

中
耕
を
こ
ま
め
に
行
う
こ
と
で
、
根
の
生
育

を
助
け
ま
す
。
こ
ま
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

収
穫

　

収
穫
の
目
安
は
秋
の
適
期
ま
き
で
播
種
後

約
60
日
、
抽
根
部
の
太
さ
が
7
〜
8
㎝
程
度

を
目
安
と
し
ま
す
。
ま
た
、
播
種
日
に
よ
っ

て
栽
培
日
数
は
前
後
し
ま
す
の
で
、
9
月
中

旬
ま
き
の
栽
培
日
数
を
基
準
に
、
生
育
を
見

な
が
ら
収
穫
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

タ
キ
イ
茨
城
研
究
農
場

岡お
か

本も
と　

祐ゆ
う

 
直
売
所
出
荷

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

売
上
ア
ッ
プ
の
た
め
の

ダ
イ
コ
ン

春ダイコンの被覆資材を取り除く
タイミングを教えてください。

Q

A

栽培
Q&A

　トンネルビニールやベタがけはサクラが咲
くころを目安に取り除きます。遅れると地上
部の生育が旺盛になり、曲がりの発生や抽

ちゅう

苔
だい

を助長することになります。トンネル栽培の
場合は、３月下旬ごろから徐々に換気を強め、
日中のトンネル内温度を徐々に外気温に近づ
けます（これを順化といいます）。ベタがけ栽
培の場合、順化の必要はありません。サクラ
の開花時期(中間地３月下旬～４月上旬)は寒
さも残り寒暖の差があるため、曇りの日や気
温が穏やかな日に取り除きましょう。

栽
培
基
礎
講
座

↑畝の高さは約10㎝、１条栽培なら
畝幅は50～60㎝とします。

↑本葉２～３枚目ごろに１カ所
に２株、本葉４～５枚目ごろ
に１カ所に１株に間引く。

↑被覆資材はサクラが咲く
ころを目安に取り除く。

↑抽根部の太さ７～８㎝が収穫
の目安になる。

畝幅50～60㎝

３粒まき

25㎝

↑隣の株と葉が重なるまでは、
中耕をこまめに行うことで根
の生育を助ける。
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春どりダイコン、リレー出荷のすすめ

直売所これが定番品種
　まずは見た目や味が極上の定番品
種で消費者の心をつかみましょう。
　「Ｙ

ワイ

Ｒ
アール

くらま」はナシのような甘み
とみずみずしい肉質が特長です。生
育旺盛で見た目のボリューム感と肌
つやのよさでひときわ目を引きます。
　「緑

りょっ

輝
き

」は、「YRくらま」の弟分的な
品種で、根長が30㎝程度の短形青首
種です。耕土が浅い畑に向いていま
すし、小さな世帯が多い都市近郊の
直売所にも向いています。
　どちらの品種も播種適期は９月中
下旬で、無理な早まきや多肥栽培は
割れにつながるため注意しましょう。
　９月下旬～10月上旬まきでは「千

せん

都
と

」がおすすめです。耐寒性と在圃
ほ

性にすぐれるため、温かい地域では
２月下旬まで収穫可能です。肉質は
緻
ち

密
みつ

で歯切れがよく、冬の寒さで甘
みが増します。尻づまりがよい総太
り型でそろいもよいため、２月まで
安定して出荷できる良食味品種とし
てお使いください。

　春どりダイコンのおすすめ品種として、低温時期でも安
定して太り、肌つやと食味にすぐれる品種をご紹介します。
　12月～１月中旬まきでは低温下での肥大性にすぐれ、肌
つやのよさが特長の「春

はる

神
かぐ

楽
ら

」をおすすめします。
　１月下旬～３月中旬まきでは、春ダイコンの中でも特に
食味にすぐれ、みずみずしさと歯切れのよい肉質が特長の
「つや風

かぜ

」がおすすめです。３月まきになれば「健
けん

白
ぱく

」も適
します。青首種とは見た目が異なり差別化を図れます。

　空洞症と呼ばれるダイコンに見られる生理障害の一種で、生育の途中で根の中に
空間ができてしまうものです。肥効が強く葉勝ちになったり、乾湿の差が出やすい
畑で多く見られます。発生を防ぐには、ダイコンがスムーズに生育するための栽培
管理が重要です。排水性、保水性のよい土づくりを心掛け、水はけの悪い畑では高
畝（10㎝を基準とし20㎝まで）に、逆に水はけのよい畑では平畝にします。肥培管理
では、特に生育旺盛な品種では元肥を通常より少なくして発生を防ぎます。

　作りやすさとおいしさを兼ね備え、色の鮮やかさからひ
ときわ目を引く赤丸二十日ダイコンの「ニューコメット」、
ミニの赤ダイコン「紅

べに

三
さん

太
た

」をおすすめします。「ニューコ
メット」は、「コメット」と比べて生育が早く球形によくそ
ろう品種です。早生種で問題となる裂根の発生も少ないた
め作りやすく、葉がコンパクトで高温期でもむやみに葉伸
びせず、プランターやトレイなどでも栽培が容易です。
　「紅三太」は、晩

ばん

抽
ちゅう

性があるため長期出荷（秋冬どり、春
～初夏どり）可能な品種です。適期栽培では播種後45日で
収穫でき、葉がコンパクトなため、密植栽培にも適してい
ます。ただし、収穫遅れは変形、裂根の原因になるため適
期収穫を心掛けてください。
　両品種とも、肉質はとてもみずみずしくシャキシャキと
した食感で、特に彩りの少ない春の直売所でひときわ目を
引く品種です。

売上アップにはこの品種

よくある失
敗 葉は健全なのですが、ダイコンを切ったら根の中に空洞が入っていました。

←
空洞症と呼ば
れるダイコン
の生理障害。

↑３月下旬まきにはベ
タがけマルチ栽培で
５月下旬どりの「健
白」がおすすめ。

↑１月下旬～３月中旬ま
きには４月下旬～６月
上旬どりの「つや風」。

↑おいしい短めの青首種
「緑輝」。

↑「ＹＲくらま」。肌つや
のよさが店頭でも目を
引く。

↑味よし、そろいよし、
冬どりの「千都」。

↑「ニューコメット」（左）と「紅三太」（右）、どちらもみずみずしい食
感で、春の直売所を鮮やかに彩ること間違いなし。

↑12月～１月中旬まき
には４月どりの「春
神楽」。
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畑
の
準
備

　

よ
い
ニ
ン
ジ
ン
作
り
に
は
、
よ
い
畑
の
選

定
や
畑
づ
く
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
望
ま
れ

る
の
は
耕
土
が
深
く
、
排
水
性
・
保
水
性
に

す
ぐ
れ
る
畑
で
す
。
有
機
質
不
足
の
畑
で
は

地
面
が
固
ま
り
や
す
く
、
根
が
き
れ
い
に
太

れ
ま
せ
ん
。
10
㎡
当
た
り
20
～
30
kg
程
度
の

堆た
い

肥ひ

を
投
入
し
ま
す
。
播
種
直
前
の
投
入
は

ま
た
根
の
原
因
と
な
る
た
め
、
播
種
１
カ
月

前
ま
で
に
は
行
い
ま
す
。

播
種
時
期
と
品
種
選
定

　

露
地
野
菜
の
生
育
は
天
候
の
影
響
を
受
け

や
す
く
、
特
に
根
菜
類
の
根
の
伸
長
・
肥
大

は
地
温
の
影
響
が
大
き
い
た
め
、
適
期
播
種

を
心
掛
け
ま
す
。
む
や
み
な
早
ま
き
や
遅
ま

き
は
根
の
生
育
不
良
を
招
く
た
め
避
け
ま
す
。

春
ま
き
で
は
抽ち

ゅ
う

苔だ
い

を
回
避
す
る
た
め
に
、
春

ま
き
可
能
な
品
種
を
選
び
ま
す
。

肥
培
管
理

　

夏
ま
き
栽
培
に
必
要
な
施
肥
量
の
目
安
は
、

10
㎡
当
た
り
チ
ッ
ソ
１
０
０
～
１
５
０
ｇ
、

リ
ン
酸
１
５
０
～
２
０
０
ｇ
、
カ
リ
１
０
０

～
１
５
０
ｇ
で
す
。
こ
の
う
ち
、
元
肥
を
７

割
、
追
肥
を
３
割
程
度
と
し
て
、
播
種
２
週

間
前
ま
で
に
元
肥
を
施
用
し
ま
す
。
追
肥
は

最
終
間
引
き
後
に
行
い
ま
す
。

播
種

　

ニ
ン
ジ
ン
種
子
は
小
さ
く
吸
水
力
も
低
い

の
で
、
均
一
な
発
芽
の
た
め
に
は
十
分
注
意

が
必
要
で
す
。
播
種
溝
の
深
さ
や
覆
土
の
厚

さ
、
潅
水
が
一
定
に
な
る
よ
う
心
掛
け
ま
す
。

生
ダ
ネ
は
株
間
１
～
２
ｃｍ
程
度
で
条す

じ

ま
き
に
、

ペ
レ
ッ
ト
種
子
は
株
間
６
～
10
ｃｍ
程
度
で
各

所
に
５
～
６
粒
を
点
ま
き
し
ま
す
。

　

播
種
溝
や
播
種
穴
の
深
さ
は
、
人
差
し
指

の
先
か
ら
第
一
関
節
ま
で
く
ら
い
で
す
。
覆

土
は
種
子
が
見
え
な
く
な
る
程
度
に
行
い
、

乾
燥
防
止
の
た
め
し
っ
か
り
と
鎮
圧
し
ま
す
。

も
み
が
ら
や
敷
き
わ
ら
を
か
け
る
と
、
強
雨

や
乾
燥
対
策
に
な
り
ま
す
。
発
芽
が
そ
ろ
う

ま
で
は
、
畑
が
乾
燥
し
な
い
よ
う
潅
水
を
行

い
ま
す
。

　

ペ
レ
ッ
ト
種
子
は
播
種
作
業
が
容
易
で
す

が
、
生
ダ
ネ
に
比
べ
発
芽
に
多
く
の
水
分
が

必
要
な
の
で
乾
燥
に
注
意
し
ま
す
。

間
引
き

　

間
引
き
は
生
育
に
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

条
ま
き
で
は
本
葉
２
～
３
枚
で
株
間
２
～
３

ｃｍ
程
度
、
肥
大
を
開
始
す
る
本
葉
５
～
６
枚

ま
で
に
６
～
10
ｃｍ
程
度
と
し
ま
す
。
点
ま
き

で
も
最
終
間
引
き
ま
で
２
～
３
回
に
分
け
て

間
引
き
し
ま
す
。
間
引
き
が
遅
れ
る
と
、
根

の
肥
大
に
影
響
す
る
の
で
気
を
つ
け
ま
す
。

間
引
き
後
は
追
肥
を
施
し
、
中
耕
と
株
元
へ

の
土
寄
せ
を
行
い
ま
す
。

収
穫

　

収
穫
の
目
安
は
根
重
で
１
５
０
～
２
０
０

ｇ
程
度
で
す
。
収
穫
が
遅
れ
る
と
割
れ
や
品

質
低
下
を
招
く
の
で
、
適
期
収
穫
を
心
掛
け

ま
す
。

タ
キ
イ
熊
本
研
究
農
場

前ま
え

田だ　

匡ま
さ

夫お

 
直
売
所
出
荷

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

売
上
ア
ッ
プ
の
た
め
の

ニ
ン
ジ
ン

栽
培
基
礎
講
座

↑耕土が深く、排水性・保水性にす
ぐれる畑づくりが欠かせない。

↑発芽がそろうまでは畑を乾燥させ
ないこと。生ダネとペレット種子
の扱いの違いにも注意。

↑ニンジンの生ダネ。播種の際は乾
燥防止に鎮圧やマルチングを。

↑タネを核としてコーティングされ
たペレット種子。サイズが均一な
ため、機械や播種器が使用できる。

↑間引き遅れは根の肥大に
影響するため、こまめに
タイミングよく。

ニンジンの表面
に見られる黒い
斑

はん

点
てん

状の病気は
何ですか？

Q

A

栽培
Q&A

　病斑が円形または長円形の
褐色水浸状となり、病斑中央
に縦の亀裂が入る場合、しみ
腐
ぐされ

病を疑います。病原菌はか
びの仲間で、過湿条件で発生
が増加します。連作は病原菌
の増加を招くため避けます。
圃
ほ

場の水はけが悪い場合、高
畝栽培で過湿になりにくくす
ることで予防します。
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　「向
こう

陽
よう

二
に

号
ごう

」は家庭菜園向
けだけでなく、営利栽培向
けとしても幅広く使われて
いる大変作りやすい品種で
す。その理由は、土質を選
ばず幅広い作型に適するこ
と、しみ腐

ぐされ

病に強いことが
あげられます。
　「恋

こい

ごころ」はやわらかい
肉質で甘みに富むため、ジ
ュースやサラダなどの生食
用から惣菜加工用まで幅広
い用途に向き、食味で差別
化できるためおすすめです。
これらの品種は春まきでの
栽培も可能です。一般地の
露地栽培では３月中旬ごろ、
ベタがけ栽培では３月上旬
ごろから栽培可能なので、
幅広い時期に収穫・出荷が
可能です。

直売所これが定番品種

　株間は６～10㎝が一般的
ですが、意識して株間を変
えることで生育を調整可能
です。早く収穫したいとき
は広め、長期間収穫したい
ときは狭めにします。夏ま
きで播種を早めに行う場合、
葉が強くできやすいので株
間は広い方が根のそろいは
よくなります。

　秋冬どりのタネまき時期は夏場ですが、近年は
ゲリラ豪雨や異常高温の影響で、発芽をそろえる
ことが難しくなりました。高温下では肩部がコケ
たり形状の乱れが生じ、秀品率の低下を招きます。
　「翔

しょう

馬
ま

」は発芽率と発芽勢が高く、肩部の形状安
定性も高いため、夏場の早まき栽培での秀品性に
すぐれます。外皮色、芯色ともに濃橙色で、肌の
てりにすぐれる点もおすすめです。
　なお、「翔馬」は種子の販売単位が１万粒と多く
なりますので、直売所でグループ購入などして使
用を検討されてはどうでしょうか。

　「京
きょう

くれない」はリコピンとカロテンを併せもつ赤色ニンジンで
す。肉質が緻

ち

密
みつ

で煮くずれしにくいため、生食から加熱調理まで
幅広く活用可能です。
　「オランジェ」はフランス語で「オレンジ」を意味するように、外
皮から芯まで濃いオレンジ色で、カロテンを従来品種の約1．５倍
多く含みます。これらの品種は機能性にすぐれるファイトリッチ
品種で、外観にも特徴があるため、従来品種と組み合わせること
で注目を集められるでしょう。

売上アップにはこの品種

栽培安定のおすすめ品種 私の
おすす

め

↑作りやすさで人気の「向陽
二号」。

↑赤色ニンジンの「京くれない」。

↑幅広い用途に向く「恋ごこ
ろ」はジュース（左）にもお
すすめ。

↑濃橙色でカロテン豊富な「オランジェ」。

↑左から、「京くれない」「向陽二号」「オランジェ」。同じニ
ンジンでも色の違いが楽しめる。収穫時期の重なる３本
をセットにし、「今夜のカレーはカラフルニンジン」とか
「カラフルおでん」とかポップでPR。

→
夏場の早まき栽培におすすめの「翔馬」。みずみずしい食感で
臭みも少ない。

株間を変えて
生育調整
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ン
ジ
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根
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播
種
と
育
苗

　

タ
マ
ネ
ギ
の
栽
培
は
、
ま
ず
均
一
で
良
質

な
苗
作
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

本
圃ぽ

10
㎡
分
の
栽
培
に
は
、
約
0
・
5
㎡

の
苗
床
が
必
要
で
す
。
苗
床
は
肥
料
を
10
㎡

当
た
り
チ
ッ
ソ
成
分
で
約
70
～
1
0
0
ｇ
施

し
、
畝
の
高
さ
は
15
㎝
程
度
に
し
ま
す
。

　

床
面
が
平
ら
に
な
る
よ
う
に
苗
床
を
準
備

し
ま
す
。
床
面
に
起
伏
が
あ
る
と
、
覆
土
や

水
分
に
ム
ラ
が
生
じ
や
す
く
、
発
芽
や
生
育

に
差
が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。
播
種
は
管
理

の
し
や
す
い
条す

じ

ま
き
が
お
す
す
め
で
す
。
深

さ
8
㎜
ほ
ど
の
溝
を
8
～
10
㎝
間
隔
で
つ
け
、

タ
ネ
を
約
1
㎝
間
隔
で
ま
き
ま
す
。

　

覆
土
は
溝
が
埋
ま
る
程
度
と
し
、
そ
の
上

に
も
み
殻
な
ど
の
有
機
物
を
被
せ
、
し
っ
か

り
潅
水
し
ま
す
。
特
に
、
育
苗
初
期
は
適
湿

を
保
つ
よ
う
て
い
ね
い
に
潅
水
し
ま
す
。
約

1
週
間
後
に
発
芽
し
て
き
ま
す
が
、
苗
が
込

み
あ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
本
葉
2
枚
目
が

見
え
る
こ
ろ
ま
で
に
間
引
き
し
、
間
隔
を
そ

ろ
え
て
お
き
ま
す
。
育
苗
期
間
は
約
55
日
、

葉
枚
数
3
～
4
枚
、
長
さ
25
㎝
ほ
ど
の
苗
を

目
標
に
し
ま
す
。

定
植
・
施
肥
管
理

　

堆た
い

肥ひ

や
緑
肥
な
ど
の
有
機
物
は
、
少
な
く

と
も
定
植
の
約
1
カ
月
前
に
施
し
て
お
き
ま

す
。
栽
培
に
必
要
な
本
圃
の
肥
料
は
10
㎡
当

た
り
チ
ッ
ソ
成
分
で
約
2
0
0
～
2
5
0
ｇ

で
す
。
極
早
生
・
早
生
種
の
よ
う
な
早
期
出

荷
用
品
種
は
、
マ
ル
チ
栽
培
で
全
量
を
元
肥

と
し
ま
す
。
貯
蔵
種
を
露
地
栽
培
す
る
場
合

は
、
半
分
を
元
肥
と
し
、
残
り
を
追
肥
と
し

て
投
入
し
ま
す
。

　

苗
と
り
で
は
、
で
き
る
だ
け
根
を
切
ら
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
活
着
を
よ
く
す
る

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
定
植
は
、
葉
の
分
岐
点
が

埋
ま
ら
な
い
よ
う
に
、
2
～
3
㎝
程
度
の
深

さ
で
植
え
ま
し
ょ
う
。

　

年
明
け
か
ら
の
貯
蔵
種（
中
生
・
中
晩
生
）

の
追
肥
は
、
1
月
上
旬
、
2
月
上
旬
、
3
月

上
旬
の
3
回
に
分
け
て
行
い
ま
す
。
1
月
の

追
肥
は
、
根
張
り
を
促
進
し
て
葉
数
分
化
を

促
し
、
2
月
は
低
温
期
に
肥
効
を
高
め
て
チ

ッ
ソ
欠
乏
に
よ
る
抽ち

ゅ
う
だ
い苔
を
抑
え
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。
3
月
上
旬
は
止
め
肥
に
な
り
ま
す
。

多
肥
や
止
め
肥
の
遅
れ
は
、
食
味
や
貯
蔵
性

の
低
下
、
過
繁
茂
に
よ
る
病
害
虫
の
発
生
に

も
影
響
し
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

収
穫
・
貯
蔵

　

タ
マ
ネ
ギ
は
収
穫
時
期
が
近
づ
く
と
、
葉

が
徐
々
に
倒
伏
し
ま
す
。
全
体
の
8
割
ほ
ど

が
倒
伏
し
て
、
1
週
間
後
く
ら
い
の
晴
天
日

を
ね
ら
っ
て
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。

　

1
～
2
日
ほ
ど
天
日
干
し
し
て
十
分
に
乾

燥
さ
せ
、
雨
の
当
た
ら
な
い
風
通
し
の
よ
い

場
所
で
、
つ
り
貯
蔵
や
コ
ン
テ
ナ
貯
蔵
で
保

管
し
ま
す
。

　

貯
蔵
中
に
発
生
す
る
病
害
の
多
く
は
、
圃ほ

場
で
感
染
し
た
も
の
で
す
。
収
穫
時
の
十
分

な
乾
燥
に
加
え
て
、
栽
培
中
の
圃
場
の
排
水

対
策
や
適
切
な
施
肥
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

タ
キ
イ
研
究
農
場

坂さ
か

本も
と　

和か
ず

貴き

 
直
売
所
出
荷

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

売
上
ア
ッ
プ
の
た
め
の

タ
マ
ネ
ギ

栽
培
基
礎
講
座

葉の分岐点が
埋まらないよ
うにする

深さ２〜３cm
程度で植える

葉枚数３〜４枚

根が白くよく
伸びている

葉
が
垂
直

伸
び
伸
び
し
た
感
じ

20
〜
25
cm

（
重
さ
は
４
～
５
ｇ
）

直
径
５
～
６
mm
程
度

↑育苗期間は約55日、長さ
20〜25㎝の苗を目指す。

↑定植のポイントは葉の
分岐点が埋まらないよ
うにすること。

↑発芽そろいまでは乾燥させない
ように潅水に注意する。

育苗中に葉を
切っても大丈夫ですか？

Q

A 　苗が旺盛に生育して、倒れて曲がってしまった
り、過湿で病気になったりと、お困りのこともあ
るかと思います。そのような場合は、葉が倒れる
前に長さ20㎝前後に切るとよいでしょう。一度に
切る長さは5㎝程度とし、短く切りすぎないこと
に気を付けます。
　切り口からの病気の感染を防ぐために、切り口
が早く乾燥する晴天日の午前中に行いましょう。
　定植時も、苗を持ちやすい長さに切っておくこ
とでスムーズに植え付けを行うことができます。

栽培
Q&A

↑葉が倒れる前に20㎝前後
に切っておきます。定植
時も、持ちやすい長さに
切っておくとスムーズに
植え付けできます。

砂または有機質の多い土（床土）
で覆い、たっぷり潅水する

１㎝ぐらい
の間隔で播
種する

厚さ１㎝ぐらいの板で深さ
８mmほどの溝をつくる

８〜10㎝

高さ15㎝
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　タマネギはグリーンプラントバーナリゼーション型とい
われ、一定の大きさに達した苗が低温に一定期間あうこと
で花芽を形成し、日が長くなるにつれて抽苔が促進される
野菜です。
　抽苔を防ぐには植え付ける苗の大きさを直径5〜６mm
（鉛筆の太さ程度）にすることがポイントになります。大苗
を定植すると抽苔や分球を生じやすくなります。逆に、小
苗になると肥大が悪くなり収量が低下することにも気をつ
けなければなりません。
　まずは栽培する品種、作型を確認し、それに応じた適期
播種を心掛けます。チェックシートを用意しました。ご自
分で設問に答えながら原因を探ってみましょう。

↑立性草姿で作りやすい「ターボ」。太りとそろいのよさが特長だ。

←
機能性成分ケルセチンを従
来品種より多く含み、長期
貯蔵も可能な「ケルたま」。
加熱調理することで甘みが
一段と際立つ。

→
生育旺盛で作りやすい
極早生種「スパート」。

「スパート」でタマネギの一番出荷に挑戦

直売所これが定番品種
　直売所向けには、中生の貯蔵種としては熟期が早く作り
やすい「ターボ」がおすすめです。
　梅雨入り前に収穫でき、玉太りもよい「ターボ」は、切り
玉出荷と年内までの貯蔵出荷、どちらにも適した品種です。
　貯蔵出荷をねらう場合には、密植によりかたくしまった
中玉に仕上げることがポイントになります。

　早期出荷には「スパート」をおすすめします。４月中下旬から収穫
ができ、甲高でそろいのよい大玉に仕上がります。育苗時から生育
が旺盛であること、抽苔や分球の発生が少ないこと、また冬の寒さ
に対しても葉が傷みにくいことから、適応性が広くどのような天候
の年でも安心して作りやすい品種です。

　「ケルたま」は機能性成分ケルセチンを秋まき従来品種に
比べて約1 . 5倍多く含んでいる品種です。ケルセチンはポ
リフェノールの一種で、抗酸化作用、抗炎症作用、動脈硬
化予防などの効果があることが報告されています。
　玉のしまりがよく、皮は密着性にすぐれており、濃赤褐
色で美しく仕上がります。貯蔵中の萌芽や尻部の動きが遅
く、３月までの長期貯蔵が可能です。
　中生種と同様、９月中下旬に播種し、11月中下旬までに
は定植（中間地標準）、スムーズな活着を図ります。
　収穫時期は晩生の６月中旬ごろとなりますので、梅雨の
晴れ間をねらって収穫し、圃場でしっかり乾燥させること
が長期貯蔵させるためのポイントです。

売上アップにはこの品種

抽苔（トウ立ち）を防ぐには
はい はい

はい はい

はい はい

いいえ いいえ いいえ

いいえ

いいえ

はい

タ
ネ
ま
き
が
早
い

苗
床
の
生
育
が

極
端
に
進
ん
だ

定
植
・
活
着
後
、

年
内
の
生
育
が
前
進
し
た

十
分
に
活
着
せ
ず

生
育
不
良
で
越
年

活
着
不
良
で

チ
ッ
ソ
欠
乏

追
肥
遅
れ
で

チ
ッ
ソ
欠
乏

春
生
育
が
進
ん
だ
後
、

遅
い
低
温
に
遭
遇

苗が大きくなりすぎた

抽苔（トウ立ち）

生育が悪い状態 異常環境

タマネギの抽苔を多発させる要因
は大きく三つあります。

①播種時期や天候による生育の前進
②遭遇する低温の時期と量
③低温遭遇時の株の栄養状態
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い
か
に
葉
牡
丹
の
概
念
を
崩
す
か
、
こ
の

テ
ー
マ
の
も
と
に
開
発
さ
れ
た
の
が
、「
F1

フ

レ
ア
」
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
品
種
名
の
「
フ
レ

ア
」
は
、
葉
の
波
打
つ
形
状
が
や
わ
ら
か
な

フ
レ
ア
ス
カ
ー
ト
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
イ
メ
ー

ジ
さ
せ
る
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

従
来
種
に
比
べ
生
育
旺
盛
で
草
丈
も
伸
び

や
す
く
、
着
色
後
も
葉
の
枚
数
が
増
加
し
ま

す
。
８
月
中
旬
播
種
で
も
切
り
花
と
し
て
利

用
可
能
で
す
。
そ
の
ま
ま
で
も
、
ま
た
染
色

剤（
色
水
）を
吸
わ
せ
て
人
工
的
に
着
色
す
る

カ
ラ
ー
リ
ン
グ
に
も
適
し
て
い
ま
す
の
で
一

気
に
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
幅
が
広
が
り
ま
す
。

　
「
フ
レ
ア
ホ
ワ
イ
ト
」は
葉
の
中
心
部
に
色

み
が
入
ら
な
い
純
白
色
の
品
種
で
す
。
外
葉

は
丸
葉
で
着
色
部
の
葉
は
ウ
ェ
ー
ブ
が
か
か

り
ま
す
。
外
葉
を
外
し
て
純
白
部
の
み
に
す

る
と
、
こ
れ
ま
で
の
葉
牡
丹
と
は
異
な
り「
ば

ら
」
の
よ
う
に
も
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
フ
レ
ア
ロ
ー
ズ
」は
淡
い
桃
色
地
に
濃
い

桃
色
の
葉
脈
が
入
っ
た
品
種
で
す
。
ア
ン
テ

ィ
ー
ク
調
の
色
合
い
で
、
ホ
ワ
イ
ト
に
比
べ

や
や
開
帳
型
の
草
姿
で
す
。

タ
ネ
ま
き

　

7
月
中
下
旬
～
8
月
中
旬
播
種
、
２
０
０

穴
ト
レ
イ
に
１
粒
ま
き
に
し
ま
す
。
発
芽
適

温
は
20
～
25
℃
で
２
～
３
日
で
発
芽
し
ま
す
。

育
苗

　

発
芽
が
そ
ろ
っ
た
ら
、
し
お
れ
な
い
程
度

に
潅
水
は
控
え
、
日
当
た
り
と
風
通
し
の
よ

い
場
所
で
徒
長
さ
せ
な
い
よ
う
に
管
理
し
ま

す
。
徒
長
苗
を
軽
減
す
る
目
的
で
播
種
後
５

～
7
日
目（
本
葉
展
開
時
）に
矮わ

い

化
剤
「
ビ
ー

ナ
イ
ン
顆
粒
水
溶
剤
」
３
０
０
倍
液
を
噴
霧

器
で
全
体
に
か
か
る
よ
う
に
散
布
し
ま
す
。

定
植

　

定
植
は
日
当
た
り
と
排
水
の
よ
い
場
所
を

選
び
ま
す
。
過
湿
に
な
り
や
す
い
場
所
で
は
、 

高
畝
に
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
ま
す
。
施
肥

量
は
土
壌
条
件
で
異
な
り
ま
す
が
、
速
効
性

の
肥
料
を
10
㎡
当
た
り
チ
ッ
ソ
成
分
で
80
ｇ

程
度
施
用
し
ま
す
。
圃ほ

場
に
残
肥
が
多
い
場

合
は
無
肥
料
に
し
ま
す
。

　

播
種
後
20
日
前
後
で
、
本
葉
３
～
４
枚
が

定
植
適
期
に
な
り
ま
す
。
定
植
は
遅
れ
な
い

よ
う
に
注
意
し
、
日
差
し
の
強
い
日
中
を
避

け
て
行
い
ま
す
。
茎
が
真
っ
す
ぐ
に
な
る
よ

う
に
植
え
付
け
、
子
葉
が
土
に
埋
め
込
ま
れ

な
い
程
度
に
や
や
深
植
え
に
し
、
倒
れ
な
い

よ
う
株
元
を
軽
く
押
さ
え
ま
す
。

　

定
植
間
隔
は
あ
ら
か
じ
め
畝
に
張
っ
た
、

12
×
12
㎝
ま
た
は
10
×
10
㎝
の
フ
ラ
ワ
ー
ネ

ッ
ト
の
マ
ス
目
に
１
～
２
本
植
え
と
し
ま
す
。

定
植
後
の
栽
培
管
理

　

潅
水
は
活
着
ま
で
十
分
に
行
い
、
茎
の
伸

長
を
促
し
ま
す
。
植
物
体
の
伸
長
に
合
わ
せ

て
フ
ラ
ワ
ー
ネ
ッ
ト
を
こ
ま
め
に
上
げ
て
い

き
、
茎
が
曲
が
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

　

茎
の
太
り
す
ぎ
や
大
葉
に
な
る
の
を
防
ぐ

た
め
、
草
丈
30
㎝
ご
ろ
か
ら
葉
か
き
を
し
ま

す
。
目
安
と
し
て
は
、
草
丈
の
３
分
の
１
程

度
の
葉
を
残
し
、
下
部
の
葉
は
す
べ
て
と
り

ま
す
。
葉
か
き
は
、
葉
柄
の
元
の
部
分
を
指

で
は
さ
み
、
横
に
ひ
ね
る
よ
う
に
折
り
ま
す
。

下
向
き
に
行
う
と
茎
が
傷
つ
く
の
で
注
意
し

ま
す
。
葉
柄
の
根
本
が
残
り
ま
す
が
、
自
然

に
落
ち
て
い
き
ま
す
。
こ
の
時
期
ま
で
に
、

茎
が
太
く
葉
が
大
き
く
な
る
よ
う
で
あ
れ
ば

元
肥
の
量
が
多
い
と
考
え
ら
れ
、
早
め
に
葉

か
き
し
草
勢
を
抑
え
ま
す
。
順
次
３
～
４
回

ほ
ど
、
生
育
に
合
わ
せ
て
葉
か
き
し
、
茎
の

伸
長
と
太
さ
を
調
整
し
ま
す
。 

出
荷
調
製

　

葉
牡
丹
は
気
温
が
低
く
な
る
と
着
色
し
ま

す
。
最
低
気
温
が
12
～
13
℃
に
な
り
、
１
カ

月
ほ
ど
経
過
し
て
か
ら
着
色
し
ま
す
。
収
穫

の
１
週
間
前
に
最
終
の
葉
か
き
を
行
い
、
外

葉
を
６
～
８
枚
残
し
て
草
姿
を
整
え
ま
す
。

肥
培
管
理

　

生
育
の
イ
メ
ー
ジ
は
初
期（
8
月
）～
中

期（
10
月
）ま
で
に
草
丈
、
葉
数
を
十
分
に
確

保
し
ま
す
。
後
半（
11
～
12
月
）は
着
色
不
良

や
色
戻
り
を
避
け
る
た
め
に
肥
料
を
抑
え
、

着
色
後
は
、
草
勢
を
維
持
す
る
程
度
の
肥
培

管
理
に
と
ど
め
ま
す
。

品
種
特
性

栽
培
基
礎
講
座

播種 出荷期生育期間育苗期 定植

7月 8 9 10 11 12 1 2

中間地
遅まき

タキイ研究農場　前
まえ

田
だ

　裕
ひろ

行
ゆき

 直売所出荷ワークショップ

「F1フレア」シリーズ
葉牡丹
切り花を出荷するなら

売上 アップのための

染色剤でカラーリング
　染め方はいたって簡単。切り花を染色液

(色水)に切り口がつかる程度につけます。
着色部の中心に色がにじんできたら染色液
から出し水に切り替えて水上げします。長
くつけすぎると色合いが濃くなりすぎます。
お好みに合わせて吸い上げ時間を調節して
ください。

↑「フレアホワイト」(左)のカラーリングではカラフ
ルな色合いを、「フレアローズ」（右）ではシックな
大人の味わいを楽しめます。

↑F1フレアホワイト ↑F1フレアローズ
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ヒ
メ
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
と
呼
ば
れ
る
リ
ナ
リ

ア
は
そ
の
名
の
と
お
り
キ
ン
ギ
ョ
に
似
た
小

さ
く
か
わ
い
い
花
を
咲
か
せ
る
秋
ま
き
一
年

草
で
、
早
春
の
花
壇
を
彩
る
草
花
で
す
。

　

今
回
は
生
育
が
早
い
極
矮わ

い

性
種
の
「
フ
ィ

リ
ア
」
シ
リ
ー
ズ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。「
フ

ィ
リ
ア
」
は
花
色
が
５
色
で
、
草
丈
は
約
15

〜
20
㎝
と
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
り
、
基
部

分
枝
に
す
ぐ
れ
る
の
が
特
長
で
す
。
凍
ら
な

い
程
度
の
温
度
管
理
で
晩
秋
か
ら
早
春
ま
で

出
荷
で
き
る
省
力
の
品
種
で
す
。
単
色
だ
け

で
な
く
、
複
数
の
色
を
混
植
し
て
よ
り
彩
り

の
あ
る
花
苗
を
直
売
所
に
出
荷
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

従
来
品
種
よ
り
も
１
週
間
程
度
開
花
が
早

く
、
栽
培
期
間
が
短
縮
で
き
、
春
先
か
ら
出

荷
が
可
能
で
す
。
短
節
間
な
の
で
矮
化
剤
な

し
で
も
草
丈
20
㎝
と
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま

り
、
分
枝
も
旺
盛
な
の
で
ポ
ッ
ト
や
鉢
を
覆

う
よ
う
に
生
育
し
ま
す
。

　

越
冬
す
る
と
さ
ら
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る

こ
ん
も
り
し
た
株
に
な
り
、
花
を
咲
か
せ
続

け
ま
す
。

播
種

　

早
春
の
２
〜
４
月
に
出
荷
す
る
場
合
は
10

〜
11
月
に
播
種
し
ま
す
。
ま
た
晩
秋
の
10
〜

11
月
出
荷
で
は
８
〜
９
月
の
播
種
が
目
安
で

す
。
２
８
８
穴
の
プ
ラ
グ
ト
レ
イ
に
３
〜
５

粒
ま
き
し
ま
す
が
、
好
光
性
種
子
な
の
で
覆

土
は
し
な
い
か
種
子
が
隠
れ
る
程
度
に
薄
く

行
い
ま
す
。
発
芽
の
温
度
は
15
〜
20
℃
で
、

７
〜
10
日
で
発
芽
し
ま
す
。

ポ
ッ
ト
上
げ

　

植
え
替
え
の
目
安
は
播
種
後
３
〜
４
週
で
、

本
葉
４
〜
６
枚
程
度
の
と
き
に
行
い
ま
す
。

春
出
荷
は
低
温
期
間
の
栽
培
で
株
が
充
実
し

分
枝
も
確
保
で
き
ま
す
の
で
、
ポ
ッ
ト
苗
出

荷
に
向
き
ま
す
。
９
㎝
ポ
ッ
ト
に
１
株
植
え

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
秋
出
荷
で
は
高
温
期

の
栽
培
に
な
り
株
が
小
さ
く
な
り
や
す
い
の

で
、
間
引
き
せ
ず
に
複
数
本
の
ま
ま
で
、
10

・
5
〜
12
㎝
ポ
ッ
ト
に
植
え
て
ボ
リ
ュ
ー
ム

を
出
し
て
出
荷
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

栽
培
管
理

　

リ
ナ
リ
ア
は
高
温
・
過
湿
に
弱
い
の
で
、

日
中
の
湿
度
を
下
げ
る
た
め
に
換
気
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
株
間
を
広
げ
、
株
に
十
分
な

光
を
当
て
る
こ
と
で
徒
長
を
防
ぎ
ま
す
。
肥

料
切
れ
を
起
こ
す
と
葉
の
色
が
薄
く
な
り
ま

す
の
で
、
週
に
１
回
の
液
肥
も
し
く
は
固
形

肥
料
の
追
肥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
チ
ッ
ソ
の

与
え
す
ぎ
は
う
ど
ん
こ
病
の
発
生
に
つ
な
が

り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
す
。

病
害
対
策

　

高
温
多
湿
条
件
は
う
ど
ん
こ
病
が
発
生
し

や
す
く
な
る
の
で
、
発
生
前
か
ら
予
防
的
に

殺
菌
剤
を
散
布
す
る
か
、
空
気
が
停
滞
し
な

い
よ
う
換
気
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

出
荷

　

分
枝
し
た
枝
の
う
ち
２
〜
３
本
開
花
し
た

状
態
で
出
荷
し
ま
す
。

　

フ
ィ
リ
ア
の
早
生
性
と
分
枝
性
を
利
用
し
、

活
着
後
本
葉
４
〜
６
枚
程
度
で
摘
芯
す
る
こ

と
で
２
週
間
程
度
開
花
を
遅
ら
せ
、
さ
ら
に

分
枝
を
多
く
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

播
種
時
に
種
子
を
混
ぜ
て
複
粒
ま
き
す
る

こ
と
で
混
色
仕
立
て
に
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
の
で
、
彩
り
豊
か
な
苗
を
出
荷
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

栽
培
基
礎
講
座

品
種
特
性

播種　 育苗期　 ポット上げ　 生育期間　  出荷期

7 月 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

秋出荷
（高冷地）

年内
～早春出荷

（中間・暖地）

春出荷
（中間・暖地）

タキイ長野研究農場　田
た

中
なか

　秀
ひで

典
のり

「フィリア」シリーズ
リナリア

 直売所出荷ワークショップ
鉢花を出荷するなら

売上 アップのための

植 物 名 ：
学 　 名 ：
原 産 地 ：
用 　 土 ：
草 　 丈 ：
株 張 り ：
生育条件：

栽培メモ：

リナリア
Linaria maroccana
地中海沿岸、モロッコ　
壌土・砂壌土
20～25㎝
15～20㎝
日光／日当たりのよい場所
土壌／適湿
耐暑性／中～弱
耐寒性／中
９㎝ポット１株植え～12㎝ポ
ット・鉢に複数本植えがおす
すめ

↑「フィリア」シリーズは基部分
枝にすぐれるので、たくさん
の花を咲かせこんもりと形よ
くまとまった草姿になる。

バイオレット

ローズ

ピンク

イエロー

ホワイト

無加温（開花期は5℃維持）

5℃保温

5℃保温

無加温
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葉
牡
丹
、
リ
ナ
リ
ア

草
花


